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　　　　　例）書籍の場合
　　　　　　　著者名（訳者名）、発行年、題目、書籍名、ページ、出版社
　　　　　　　PinkerS.,2008,TheStuffofThought,71-90,Penguin(Non-Classics),NY
　　　　　　　北泰行，平岡哲夫，2004，創薬化学―有機合成からのアプローチ，254-
261，東京化学同人
　　　　　例）インターネット上の文献の場合（※）
　　　　　　　著者名、記述された年（不詳の場合は省略）、題目、URL、参照年月日
　　　　　　　JapanPharmacistsEducationCenter:<http://www.jpec.or.jp/index.
html>,cited28September,2010.
　　　　　　　MinistryofHealth,LabourandWelfare, Japan.ReportbyRoundup
Committee forNovel InfluenzaA/H1N1Countermeasures.　http://
www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/dl/infu
100610-00.pdf.(accessedSept29,2010).
　（※）インターネット上の文献については、インターネット以外の手段では入手困難で
あり、かつ学術機関・公的機関などが発行する信頼性が確保されたホームページ
および電子刊行物の情報で、かつ一般読者に利用可能であること。たとえば、学
術機関（学会・大学等）のホームページおよびそこに掲載された研究論文等、国
際機関（標準化機関等）のホームページおよびそこに掲載された標準規格等、公
的機関（省庁・自治体・研究所等）のホームページおよびそこに掲載された研究・
調査活動の内容、研究成果、調査結果等
４．その他
　　１）校正は、初校を著者が、再校以降は大学紀要編集委員会が行なう。
　　２）校正原稿返送時には元の原稿も同封すること。
　　３）著者に抜刷30部を贈呈するが、それ以上は著者の負担とする。
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